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誘導ラマン分光(SRS)イメージング[1-4]は高速な無

染色観察法として注目されている。SRS イメージン

グは 2色の同期したピコ秒の光パルスを必要とする。

そのような光源として固体レーザーや光パラメトリ

ック発振器が使われてきたが、大型かつ高価である。

近年、SRS イメージングの実用性を高めるために小

型なファイバーレーザー(FL)の適用が進められてい

る[5-7]。さらに小型かつ安価で長期安定性に優れた

光源として、半導体レーザー(LD)がある。すでに、

LDにより発生するCW光に対して光パラメトリック

増幅によるパルス化を行う試みが報告されている[8]。

今回、利得スイッチング駆動 LD (GS-LD) [9-11]とチ

タンサファイア(TiS)レーザーを組み合わせて SRS イ

メージングに成功したので報告する。 

図 1に実験系を示す。TiSレーザーパルスの一部を

PDで受光し、その光電流をトグルフリップフロップ

(T-FF)に入力する。T-FFの出力を電気パルスジェネレ

ータに入力することで得られる時間幅 250 ps、繰り返

し周波数 38 MHzの電気パルスを用いて LDの利得ス

イッチング駆動を行った。GS-LD から得られる光パ

ルスを、多段の Yb 添加ファイバ増幅器(YDFA)によ

り増幅した。増幅後の GS-LD パルスの中心波長は

1060.4 nmであった。TiSレーザーの波長を手動で変化させて異なるラマンシフトの SRS像を取得した。 

図 2(a)-(e)にポリスチレン(PS)とポリメタクリル酸メチル(PMMA)ビーズの SRS像を示す。1枚あたり

の画像取得時間は 166 ms、視野は 80×80 µm、ピクセル数は 500×500 pixelである。図 2(f)に示したス

ペクトルは、図 2(a)-(e)の SRS像の矢印で示した部分の信号強度を抽出したもので、2950 cm
-1と 3050 

cm
-1においてそれぞれ PMMAと PSに特有のピークが確認でき、SRSイメージングに成功したことが

分かる。今後、TiSレーザーを FLや GS-LDに置き換えることで、更なる実用性向上が期待される。 
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図 1. 実験系。PBS:偏光ビームスプリッタ、PD:光受
光器、T-FF:トグルフリップフロップ、YDFA:Yb添
加ファイバ増幅器、BPF:帯域通過フィルタ、DM:

ダイクロイックミラー、SPF:短波長通過フィルタ、
LIA:ロックインアンプ。 
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図 2. PSと PMMAビーズの(a)-(e) SRS像と(f) スペ
クトル強度。ラマンシフトは(a) 2850 cm-1、(b) 2900 
cm-1、(c) 2950 cm-1、(d) 3000 cm-1、(e) 3050 cm-1。(f) 
赤 PMMA、青 PS。 
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